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1 . I o E 社 会 の 広 域 的 な 早 期 実 現 に 向 け た 課 題  

1 . 1 電 力 伝 送 技 術 の 確 立 （ 技 術 面 の 観 点 ）  

 現 状 ： 家 や ビ ル の エ ネ ル ギ ー 管 理 シ ス テ ム 化 ( H E M S 、

B E M S ) や ス マ ー ト コ ミ ュ ニ テ ィ 化 が 進 ん で い る が 、既 存

イ ン フ ラ と の 融 合 は 進 ん で い な い 。  

 問 題 ： 既 存 イ ン フ ラ 稼 働 中 に お け る 新 た な シ ス テ ム

へ の 移 行 が 難 し い 。  

 課 題 ： 既 存 イ ン フ ラ 稼 働 中 に お い て 、 I o E 技 術 と の

融 合 を 実 現 す る 技 術 確 立 （ 例 ： エ ネ ル ギ ー 部 門 と 交 通

部 門 の セ ク タ ー カ ッ プ リ ン グ 技 術 ） が 必 要 で あ る 。  

 

① まず、IoE をしっかりと理解しましょう。「IoE（Internet of Energy）社会とは、エネルギーの供給

情報、消費情報がインターネットにより結合され、エネルギーの需要と供給の双方が管理される社

会です。」（科学技術振興機構 HP より）とあります。手段はインターネットでの情報活用となって

いますが、IoE 社会は、エネルギーマネジメントがなされている社会と理解して良いと思います。よ

って、エネルギーマネジメントが進んでいると書いてしまっては、出題者に問題を理解していない

と思われます。しかも、次の課題で述べているのは、需要と供給のバランスを維持することが課題

となっており、矛盾しています。 

② 何とインフラが融合するのか書かれていないので文意が掴めません。そもそも、インフラの融合と

は何を指すのでしょうか。 

③ 「新たなシステム」とは何でしょうか。具体的に記載しないとなぜ移行が難しいのか理解できない

と思います。 

④ タイトルにあるようにワイヤレス電力伝送技術の確立が課題ではないのですか。既存インフラを活

用しセンターカップリングを実現させるためには、ワイヤレス電力伝送技術が必要なのではないで

すか。 

③   

②   

①   

④   
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1 . 2 再 エ ネ 変 動 の 最 適 制 御 （ 仕 組 み の 観 点 ）  

 現 状 ： I o E 社 会 実 現 の た め に 、 再 エ ネ の 主 力 電 源 化

が 求 め ら れ て い る 。  

 問 題 ： 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー （ 再 エ ネ ） は 気 象 条 件 や

季 節 に よ り 発 電 量 が 変 動 す る 。 そ の た め 、 刻 々 変 化 す

る 負 荷 変 化 へ の 追 従 が 困 難 で あ り 、普 及 が 遅 れ て い る 。 

 課 題 ： 常 に 電 力 の 需 要 と 供 給 の バ ラ ン ス を 維 持 す る

こ と が 課 題 で あ る 。  

 

1 . 3 規 格 標 準 の 整 備 （ 制 度 面 の 観 点 ）  

 現 状 ： I o E 社 会 実 装 に 伴 う 設 備 投 資 や 人 材 支 援 の 制

度 面 が 未 実 装 で あ る 。  

 問 題 ： I o E 社 会 実 装 を 推 進 す る こ と が 資 金 面 、 人 材

面 で 難 し く 、 普 及 が 遅 れ て い る 。  

 課 題 ： 規 格 標 準 の 整 備 に よ り I o E 社 会 の 普 及 を 迅 速

化 さ せ る 。  

⑤ 内閣府の HP には、「Society 5.0 におけるエネルギーと情報が融合する社会(IoE[Internet of Energy] 

社会)実現のため、再生可能エネルギーが主力エネルギー源となる社会のエネルギーシステムの設計

について検討し、エネルギー利用最適化に資するエネルギーシステムの構築と、その要素技術であ

るエネルギー変換・伝送システムのイノベーションの達成に向けた研究開発を実施し、社会実装を

図る。」とあります。一見、記述の通りの内容に捉えられますが、エネルギーの最適化を図るシステ

ムが IoE の実現に必要だといっており、再エネの主電力化はシステム構築の目的の一つと捉えるの

が読み方ではないでしょうか（この文章分かりづらいですよね）。IoE 社会はエネルギーの需給管理

された社会ですから、この社会実現の目的の一つは、再エネ利用（脱炭素化）と考えています。 

⑥ ここは、タイトル通り「制御」が良いと思います。 

⑤   

⑥   

⑦   

⑧   

⑨   
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2 . 最 も 重 要 と 考 え る 課 題  

 「 再 エ ネ 変 動 の 最 適 制 御 」 が 、 最 も 重 要 な 課 題 と 考

え る 。 な ぜ な ら 、 再 エ ネ 変 動 の 最 適 制 御 す る こ と で 、

他 課 題 の 解 決 に も 繋 が る か ら で あ る 。  

 

2 . 1 分 散 型 電 源 の 最 適 制 御  

 各 家 や ビ ル な ど に エ ネ ル ギ ー 供 給 源 （ 再 エ ネ 、 蓄 電

池 な ど の 分 散 型 電 源 ）と 需 要 施 設 を 地 域 範 囲 で ま と め 、

マ イ ク ロ グ リ ッ ド （ 小 規 模 電 力 網 ） に 専 用 ソ フ ト ウ ェ

ア と I T 機 器 を 組 み 込 む 。  

 し か し 、分 散 型 電 源 は 供 給 が 間 欠 的 で あ る 。そ こ で 、

I C T 技 術 を 利 用 し た エ ネ ル ギ ー マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム

（ E M S ） に よ っ て 電 力 の 需 給 予 測 な ど を 行 う 。  

 こ れ に よ り 、 再 エ ネ 変 動 の 最 適 制 御 を 実 施 す る 。  

⑩ 他の課題とは何ですか。また、「以下に解決策を述べる」を書きましょう。 

⑦ 「設備投資の制度面が未実装」とは何が言いたいのか分かりません。説明が足りないのだと思いま

す。「設備投資を促す支援制度」ですかね。制度面との表現が分かりづらくさせているのと、制度の

未実装も違和感があります。「制度が未整備である」ですかね。さらに、そもそも論でタイトルと合

っていません。「規格を統一しましょう」というタイトルなのに支援に関する制度設計が未整備だで

は背景としてミスマッチです。 

⑧ これも普及が遅れている要因ではあるものの、タイトルと合っていません。「規格の仕様が統一さ

れてないために普及していない→規格を標準化する」の論調で説明すべきです。 

⑨ 課題になっていません。課題解決のための手段とその効果が書いてあります。 

⑩   

⑪   

⑫   

⑬   

⑭   

⑮   
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2 . 2 デ マ ン ド レ ス ポ ン ス （ D R ） の 実 施  

 電 力 需 給 を 最 適 制 御 す る D R を 実 施 す る こ と で 、 供

給 ・ 需 要 側 の 双 方 向 で 電 力 コ ン ト ロ ー ル し 再 エ ネ を 最

大 限 活 用 す る こ と が で き る 。  

 つ ま り 、 供 給 余 剰 の 際 は 各 家 庭 の 蓄 電 池 に 電 気 を 貯

蔵 、 逆 に 不 足 時 に は 供 給 す る こ と で 、 再 エ ネ 変 動 の 最

適 制 御 を 実 施 す る 。  

⑪ 再エネ変動の最適化と分散型電源の最適化はほぼ同義ではありませんか。ここでは、再エネ変動の

最適化に向けた対応策なのに、課題と同じことを書いてしまってはここの対応策のみで OK という

ことになりませんか。 

⑫ 文脈がおかしいです。各家やビルは需要施設ではありませんか。供給源と需要施設を地域範囲でま

とめて電力を自給自足する仕組みをマイクログリッドと言いますので、重複しています。さらに、「専

用のソフトウェア」との表現では一般論を脱しておらず、技術力の示唆が十分でありません（組み

込む理由も書いていません）。よって、余分なものを削除し文を短くするとともに、技術的な用語を

用いましょう。まとめると「エネルギー供給源と需要施設を地域範囲でまとめて電力を自給自足す

る。このマイクログリッドの導入にあたっては、電力融通ソフトウェアを組み込むことで、余剰電

力の有効活用や一時的な需要増への対応を図る。」となると思います。 

⑬ 何に対する逆接かわかりません。前述は、分散型電源を導入するではなく、マイクログリッドとソ

フトウェアの導入ですよ。 

⑭ エネルギーマネジメントとは、需要と供給のバランスを管理することではありませんか。需要を予

測するものではないと思います。 

⑮ 分散型電源の最適制御と再エネ変動の最適制御を同じ意味で使っていますか？使っているのなら、

タイトル含め統一してください。また、これを結論とすることは、⑪と同様に適切ではないと思い

ます。 

⑯   

⑰   
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2 . 3  V P P 導 入 に よ る 地 域 間 の 再 エ ネ 融 通 化  

 V P P を 導 入 す る 。各 地 域 の 分 散 型 電 源 一 つ ひ と つ は 小

規 模 で あ る 。 し か し 、 I o T を 活 用 し た E M S 技 術 に よ り こ

れ ら を 束 ね 、 一 つ の 大 き な 発 電 所 の よ う に 遠 隔 ・ 統 合

制 御 す る こ と で 電 力 の 需 給 バ ラ ン ス を 調 整 す る 。  

 こ れ に よ り 、 地 域 間 で エ ネ ル ギ ー 融 通 化 （ 停 電 時 の

相 互 支 援 ） が 可 能 と な る 。 そ の 結 果 、 安 定 し た I o E 社 会

構 築 に 寄 与 で き る 。  

 ま た 、 ア グ リ ゲ ー タ ー に よ る D R に よ り 、 発 電 電 力 を

地 域 で 効 率 良 く 使 い 、電 力 需 要 の バ ラ ン ス を 調 整 す る 。 

 

⑱ さすがに、短すぎます。導入理由くらいは、書いた方が良いともいます。逆にタイトルは、これで

いいのではないですか。タイトル「VPP の導入」 

⑲ 経産省 HP には「VPP は、負荷平準化や再生可能エネルギーの供給過剰の吸収、電力不足時の供給

などの機能として電力システムで活躍する」とあります。これらは、地域間で融通するのでしょう

か。しかも、融通化を停電時の相互支援としているのも違和感があります。 

 

⑯ 経産省の HP に「ディマンド・リスポンス（DR）とは、消費者が賢く電力使用量を制御すること

で、電力需給バランスを調整するための仕組みです。」とあります。よって、「供給・需給側の双方

向で」との表現は適切ではないと思います。また、「再エネを最大限活用」とありますが、再エネに

限った話ではないと思います。 

⑰ 前提として、再エネ設備を持っている家庭や事業所の話をしているのでしょうか。DR 自体は、電

気の使い方を消費者の意思によって変更することと解されますので、再エネ設備を有していること

を前提としている旨を書かないと読み手は混乱します。 

⑱   

⑲   

⑳   
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3 . 解 決 策 に よ る 波 及 効 果 及 び 懸 念 事 項 と そ の 対 応 策  

3 . 1 波 及 効 果  

解 決 策 に よ り 、 従 来 の 集 中 型 電 源 が 停 電 し た 際 、 分

散 型 電 源 に よ り 地 域 の 電 力 自 給 が 可 能 と な る 。こ れ は 、

平 常 時 は 集 中 型 電 源 か ら 受 電 し 、 再 エ ネ の 余 剰 電 力 は

蓄 電 地 に 回 し て 、 非 常 時 は 再 エ ネ 電 力 お よ び 蓄 電 地 か

ら 受 電 す る 仕 組 み で あ る 。  

そ の た め 、 災 害 時 の レ ジ リ エ ン ス 強 化 の 波 及 効 果 が

生 じ る 。  

 

3 . 2 . 1 懸 念 事 項  

マ イ ク ロ グ リ ッ ド 、 V P P に 伴 う 通 信 網 ネ ッ ト ワ ー ク

化 に よ り 、 サ イ バ ー 攻 撃 を 受 け る リ ス ク が 高 ま る 。 こ

れ に よ り 、 ① シ ス テ ム に 連 携 す る 公 衆 の 安 全 に 関 連 す

る 重 要 設 備 （ 病 院 、 防 災 ・ 避 難 設 備 等 ） の 停 止 、 ② 各

家 庭 の 個 人 情 報 や 企 業 情 報 の 流 出 が 懸 念 さ れ る 。  

 

㉑ マイクログリッドではありませんか。 

㉒ 対応策は、すでに説明しているので書く必要がなく、さらに記載の内容は対応策にないもののよう

に見えます。 

㉓ シンプルに、「電力の自給自足が可能となることから、災害時の電力レジリエンス強化といった波及

効果が生じる。」くらいで良いと思います。 

⑳ アグリゲーターは DR によって生み出されたエネルギーを提供する事業者です。DR は前述のとお

り消費者が使用量を制御する仕組みのことです。よって、この表現は適切でないと思います。 

㉑  

㉒  

㉓  

㉔  
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3 . 2 . 2 懸 念 事 項 へ の 対 応 策  

セ キ ュ リ テ ィ 対 策 と し て 、① フ ァ イ ア ー ウ ォ ー ル に よ

る ウ ィ ル ス 侵 入 防 止 、 ② V P P 、 C E M S の シ ス テ ム 基 幹 部

分 に お け る D M Z 領 域 の 保 護 、 及 び ③ サ ー バ ー ダ ウ ン に

備 え V P P 、 C E M S の サ ー バ ー 冗 長 化 等 を 実 施 す る 。 以 上  

 

 

㉕ 倫理がないです。 

㉔ ネットワークとは、「通信・放送・輸送などに関し、連絡を保って網状になっている構成。」とあり

ます。通信網ネットワークとの表現は、頭痛が痛いと同じです。 


